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この対談は昭和 55（1980）年 8 月 27 日に佐々憲三宅にて行われたものであり、京都大学防災研究所附属地震予
知センター阿武山観測所に残されていたテープを基にして、竹本修三が復元し、編集した。テープ起しには重富國
宏及び須藤靖明が協力した。佐々先生、三木先生のご遺族のご了解が得られたので、ここに公開することにした。























































































離され、その後、「理科大学」は 1919（大正 8）年 2 月 6 日に「理学部」と改称された。そして、
1920（大正 9）年 5 月に物理学科から宇宙物理学科、地球物理学科が分離したが、その前の 1918



























































































































































































【佐々夫人】ここに、大正 2 年理学博士と書いてあるよ。 
 143
【佐々】そんなら、京都に来てからや。 





















































































































































































































































大正 14 年京都帝国大学理学部地球物理学科を卒業，同学部講師，助教授を経て，昭和 20 年に同学
部教授、昭和 38 年停年により退官。京都大学名誉教授。この間、京都大学理学部長、同防災研究








昭和 20 年京都帝国大学理学部地球物理学科を卒業，同学部副手，講師，助教授を経て，昭和 34 年
同学部附属阿武山地震観測所教授，同 54 年同学部附属地震予知観測地域センター教授。昭和 62 年
停年により退官。京都大学名誉教授。地震学および地球内部物理学が専門。地震学会委員長（現日
本地震学会会長），文部省測地学審議会委員，建設省国土地理院地震予知連絡会委員，東京大学地震
研究所地震予知研究協議会委員，京都市防災会議専門委員，.地震予知総合研究振興会評議員などを
歴任。主な著書に『京都大地震』(思文閣出版，1979)、『検証地震予知』(思文閣出版，1987)、『小
西行長と沈惟敬－文禄の役，伏見地震，そして慶長の役』(日本図書刊行会，1997)がある。 
